
 

今
後
、
時
代
の
変
化
や
建
物
の
老
朽
化
に
よ

り
、
建
替
え
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
と
な
る
施

設
が
増
え
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

そ
こ
で
今
回
は
、
本
市
が
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う

に
施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
た
の
か
を
振
り
返

り
ま
す
。 

たてもの保全活用通信  
市有建築物の現状、保全・管理のポイント、公共建築物に係る情報などをお知らせします。 

発行日：平成27年 7月27日 
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建
物
の
事
故
件
数 

 

建
物
の
劣
化
や
不
備
な
ど
が
、
思

い
が
け
な
い
事
故
の
発
生
原
因
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

国
総
研
（国
土
政
策
総
合
研
究
所
）

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
と
平
成
25

年
に
は
、
建
物
内
で
の
墜
落
や
転

落
、
転
倒
な
ど
に
よ
る
事
故
の
発
生

件
数
は
年
間
９
，
５
３
８
件
で
、
公
共

施
設
で
も
死
亡
を
伴
う
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。 

公
共
施
設
で
の
事
故
例 

 

国
総
研
で
は
、
建
物
内
に
お
け
る

事
故
の
原
因
と
留
意
点
に
つ
い
て
実

際
の
写
真
や
図
を
用
い
て
分
か
り
や

す
く
事
象
ご
と
に
紹
介
し
、
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
誰
で

も
日
常
的
に
点
検
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

を
確
認
す
る
と
が
で
き
ま
す
。 

 

国
総
研
の
事
故
事
例
紹
介 

事
故
例
① 

体
育
館
利
用
者
６
名 

体
育
館
の
高
さ
９
メ
ー
ト
ル
の
天
井

か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
が
落
下
。
下

に
は
利
用
者
６
名
が
い
た
が
、
け
が

は
な
か
っ
た
。 

原
因 

３
年
ご
と
に
目
視
で
確
認
し

て
い
た
が
、
経
年
劣
化
に
よ
り
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
剥
離
が
発

生
し
た
。 

事
故
例
② 

20
代
男
性 

児
童
館
の
階
段
で
つ
ま
ず
き
転
倒
。 

原
因 

階
段
の
滑
り

止
め
が
劣
化
に
よ
り

め
く
れ
て
い
た
。 

 

事
故
例
③ 

70
代
女
性 

市
の
施
設
を
訪
れ
た
際
、
風
で
閉

ま
っ
た
扉
に
手
を
挟
ま
れ
、
切
り
傷

を
負
っ
た
。 

原
因 

ド
ア
ク
ロ
ー
ザ
ー
の
ば
ね
が

破
損
し
て
お
り
、
全

く
利
か
な
く
な
っ
て

い
た
。 

 
 

7Vol. 建
物
事
故
を

未
然
に
防
ぐ 

保全コラム 

昭
和
～
平
成 

市
有
建
物
の
あ
ゆ
み 

 

市
有
施
設
の
劣
化
が
進
ん
で
い
る

中
、
こ
の
よ
う
な
事
故
は
ど
の
施
設

で
も
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に

は
、
日
常
的
な
点
検
や
事
故
事
例
の

把
握
に
努
め
る
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら

ア
ン
テ
ナ
を
高
く
持
つ
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。 

 

ご
紹
介
し
た
事
故
事
例
や
対
策
に

つ
い
て
は
、
国
総
研
の
建
物
事
故
予

防
ナ
レ
ッ
ジ
ベ
ー
ス
か
ら
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。 

国総研建物事故予防ナレッジベースより 

平成25年建物における死亡事故件数 

  

参
考
引
用 

国
総
研
ナ
レ
ッ
ジ
ベ
ー
ス 

小
田
原
市
誕
生 

小
田
原
町
、
足
柄
町
、
大
窪

村
、
早
川
村
、
酒
匂
村
の
一
部

が
合
併 

参考文献・写真引用：小田原市(2001)『小田原市史通史編近現代』小田原市、「小田原

の歩み」編集プロジェクトチーム(1980)『目で見る小田原の歩み』小田原市役所、「小

田原デジタルアーカイブ」http://www.city.odawara.kanagawa.jp/encycl/ 

2000 

1950 

1940

1931

満
州
事
変 

1945
終
戦 

1947

日
本
国
憲
法
・
地
方
自
治
法 

教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法 朝

鮮
戦
争 

町
村
合
併
促
進
法 

1964
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

東
海
道
新
幹
線
開
通 

1971

橘
町
を
合
併 

1923

関
東
大
震
災 

1933 小田原町立図書館開設 

  （二の丸観光案内所） 

関東大震災で倒壊した足柄下郡立

図書館を引継ぎ開設。当時の資料

費は、町立図書館としては国内最

高額だった。 

1948

下
府
中
村
を
合
併 

桜
井
村
を
合
併 

1949 新制中学校４校建設 

６・３制の導入を受け、新制中学

校が開校した。校舎は、市民から

の寄付も募り建設された。 

1954

豊
川
村
、
酒
匂
町
、
国
府
津
町
、
上
府

中
町
、
下
曽
我
村
、
片
浦
村
を
合
併 

曽
我
村
の
一
部
を
編
入 

市
域
の
拡
大
に
伴
う
支
所
の
設
置
に
あ
わ
せ
て
、
図

書
館
分
館
と
中
央
公
民
館
分
館
を
併
設
し
た
。 

1953

市制施行に向けた整備 
市勢の伸長、戦後の赤字解消 

1949 小田原競輪始まる 

戦後の復興資金獲得のために設

置。第 一 投

票 所 は、こ

の 時、建 設

された。 

1956

1955 城山庭球場、陸上競技場 

第10回国民体育大会が神奈川県で開

催されることにともない整備。陸上

競技場管理棟は1984年建設だが、貴

賓 席 は こ の 時

に 建 設 さ れ た

もの。 

1956 消防国府津出張所 

1956 本市初のRC校舎 白山中校舎完成 

この頃は、木造での校舎建替えがほとんどだっ

た。1970年代になると、教育施設の整備が市政

の３本柱のひと

つ と な り、校 舎

の鉄筋化が急速

に進んでいく。 

1958 市立病院 

高度経済成長と都市の整備 

1965 市民会館 

1960 天守閣再建 

1959 星崎記念館 

矢作出身の星崎定五郎氏からの寄

付金50,000ドルを使い建設。 

1970 御幸の浜プール移転 

1976 地下街完成 
議論開始から20年 

1976 市役所本庁舎 

人口247,000人を想定し、本庁職員1,300

人を見込んで設計。完成を記念して、市民

憲章・市の木・市の花を制定した。 

阪
神
淡
路
大
震
災 

1995

特
例
市
移
行 

ア
ー
ク
ロ
ー
ド
開
通 

2003

1970 螢田住宅建替え 

1970年以降、土地の高度利用のため

市街化区域内の団地を順次建替えた。 

1996 マロニエ 

2005 いずみ 

2007 こゆるぎ  
地域センター構想に基づき建設 

平成 

昭和 

1929 尋常第二小田原小学校 

  （歴史見聞館） 

旧城内小学

校建設。講

堂は現歴史

見聞館。 

1966 終末処理場稼働 

1968 水産市場 

1969 高田浄水場 

1971 市営斎場 

1972 青果市場 

1979 清掃工場 

  加藤 市長 小澤 市長 山橋市長 中井 市長 鈴木 市長 益田 市長 

1972
総
合
計
画
発
表 

地
域
社
会
の
発
展 

住
民
福
祉
の
向
上 

1962
新
市
建
設
経
営
計
画 

1980 松永記念館開館 

1982 いこいの森開園 

1988 尊徳記念館建替 
   尊徳生誕200年記念 

1993 フラワーガーデン 

1994 かもめ図書館 

1994 文学館開館 

文化のまち小田原の復興 

６大プロジェクト 

1986

1998

ビ
ジ
ョ
ン 

お
だ
わ
ら 

2011
お
だ
わ
ら
Ｔ
Ｒ
Ｙ
プ
ラ
ン 

1983 市立病院建替え 

お
だ
わ
ら 

世
紀
プ
ラ
ン 

1992 梅の里センター 
観光農業としての梅の里 

づくり。 

1996 小田原アリーナ 

1997 テニスガーデン 

1994 

小田原消防署 

2001 

なりわい交流館 

2006  

消防南町分署 

1988 保健センター 

1992 いそしぎ 

地域のバランスを 

考えた施設配置 

耐震補強 

21 

21 

建
築
基
準
法
耐
震
基
準
改
正 

1981

1924 田中光顕別邸 

  （白秋童謡館） 

明治末期～大正初期 

黒田長成別邸（清閑亭） 

1928 大窪村役場（支所） 

1930 酒匂村役場（支所） 

日常災害 建築 小計 住宅 

中 毒 10 86 76 

墜 落 242 948 706 

転 落 105 580 475 

転 倒 690 2,154 1,464 

落下物・衝突等 8 41 33 

感 電 1 1 0 

溺 水 360 5,516 5,156 

火 傷 3 212 209 

計 9,538 

小田原駅・小田原城 

周辺のまちづくり 

2014  

HaRuNe小田原開業 

http://www.tatemonojikoyobo.nilim.go.jp/kjkb/

